
ねりま沖縄映画祭2025
【沖縄を写しつづける　石川真生】

10月13日(月･休）  練馬区役所 地下多目的会議室
MAP

A
SANSHIN ～三線～　ゲスト 本間章子監督18：00

11月16日(日）  練馬区役所 地下多目的会議室
MAP

A
 【沖縄を写しつづける 石川真生】 オキナワより愛を込めて ゲスト 砂入博史監督18：00

11月2日(日）  練馬区役所 地下多目的会議室
MAP

A
【沖縄戦80年　沖縄の歴史と今を見つめる】

骨を掘る男　

10月25日(土）  Coconeri３階 練馬区民・産業プラザ研修室１
SANSHIN ～三線～　ゲスト 本間章子監督19：00

15：00

【NDUの世界】 沖縄エロス外伝 モトシンカカランヌー　ゲスト 小野沢稔彦さん19：00
11月23日(日）  練馬区立生涯学習センターホール MAP

C

 【沖縄を写しつづける 石川真生】 劇場が終わるとき　ゲスト 真喜屋力監督19：00
11月24日(月･休）  練馬区立生涯学習センターホール MAP

C
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●開場は各上映の15分前です。
●やむを得ない事情によりゲストが変更・中止になる場合があります。 

ねりま沖縄映画祭実行委員会・練馬文化の会

オキナワより愛を込めて
ドキュメンタリー　2023年　101分　監督：砂入博史 

1970年代初頭、沖縄の米軍基地から多くの兵士がベトナムの戦
地に旅立つ中、10代の少女がカメラを抱えて、コザ(現沖縄市)の
ど真ん中、それも黒人街に飛び込んだ。その少女・石川真生は、い
まも現役を続ける写真家だ。彼女の多感な人生を後から追ってい
くようなドキュメンタリーは、砂入監督との生のコミュニケーション
を含め、石川真生の赤裸々な半生を描き出す。そこに登場する、世
の中で蔑まれる仕事仲間の女性たち、沖縄や戦場でも差別に苦
しむ黒人兵士たちへの「愛」に貫かれた彼女の人生。作品を改め
て味わいたくなる。

劇場が終わるとき
ドキュメンタリー　2024年　90分　監督：真喜屋力

戦後まもない1950年に建てられた首里劇場は、2022年に金城政
則館長の急逝によって 73年の歴史に幕を下ろした。木造の劇場は
老朽化が激しく、保存運動の声も届かず解体が決まる。写真家の
石川真生は老いと病を抱えながらも、建物に染みついた人々の記
憶や気配をフィルムに焼き付けようと試行錯誤を繰り返す。館長の
甥の金城裕太さんの追想、だれも観客のいない劇場でパフォーマ
ンスを見せる牧瀬茜さん。この時代の沖縄に生きてこなかった私
たちにも、一つの時代が終わりを告げたことを、きめ細やかな映像
や語りを通して語りかける。

砂入博史監督

協賛◎練馬沖縄県人会 イラスト◎松井奈穂

MAP

B10月11日(土）  Coconeri３階 練馬区民・産業プラザ研修室１
勝ちゃん――沖縄の戦後　ゲスト 影山あさ子監督

ひめゆり戦史  いま問う、国家と教育

19:00
MAP

B

MAP

B

MAP

B10月2６日(日） Coconeri３階 練馬区民・産業プラザ研修室１
【NDUの世界】 アジアはひとつ　ゲスト  中村葉子さん19：00

MAP

B10月31日(金）  Coconeri３階 練馬区民・産業プラザ研修室１
遠いところ　ゲスト  工藤将亮監督18：30

10：00

10月12日(日）  Coconeri３階 練馬区民・産業プラザ研修室１
勝ちゃん――沖縄の戦後　ゲスト 影山あさ子監督19:00

1990年に渡米し、美術館やギャラ
リーでパフォーマンス、写真、彫刻、
インスタレーションの展示を行う。
近年はチベットや福島、広島の原
爆等をテーマにした実験ドキュメ
ンタリーの制作、袴田巌をインタ
ビューした『48 years ‒ 沈黙の独裁
者』で熱海国際映画祭長編コンペ
で特別賞受賞。

1992年、オムニバス映画『パイ
ナップル・ツアーズ』の第一話『麗
子おばさん』を監督し、日本映画
監督協会新人賞を受賞。市井の
人々に８ミリで撮影された多数の
フィルムをデジタル映像に甦らせ
ている。『劇場が終わるとき』は長
編映画の第一作となる。

真喜屋力監督

11月24日（月･休）19：00

11月16日（日）18：00

１回目上映

奥間勝也監督 森口豁さん ナビゲーター 永田浩三さん

13：00
16：00

2回目上映

17：10トークセッション　

① メール　nerimaeigasai@yahoo.co.jp　
② FAX　050-6877-5315
③ Facebook　https://www.facebook.com/nerimaokinawaeigasai
④ 電話・ショートメール　090-8311-6678（柏木）

     1,000円　当日券1,200円　
18歳以下・
ハンディのある方 800円 ３枚綴り

チケット 2,700円

ご予約いただいた場合は、当日会場の受付で代金と引き換えで前売券をお渡しします。
いずれの方法でも、◎お名前　◎ご覧になる作品　◎枚数　◎連絡先
◎18歳以下、ハンディのある方はその旨を必ずご記載ください。

★当日券は、定員に余裕がある場合のみ販売します。　

前売券のお求めの方法

★チケット購入

① Peatixからご購入

各種クレジットカード決済、コンビニ／
ATMでの支払いをご利用いただけます。
コンビニ／ATMをご利用の場合は1件
あたり220円の手数料がかかります。

前売券
大人

②メール・FAX・FaceBook・電話でご予約いただけます。

※１作品ごとにチケットが必要です

Coconeri３階
区民・産業プラザ

チケットは事前に
ご購入もしくは
ご予約ください

https://nerimaokinawaeigasai.peatix.com/

B

A

C

early elephant film + 3E Ider © 2023

© 真喜屋力



上映作品ねりま沖縄映画祭2025

勝ちゃん
ドキュメンタリー　2024年　98分　監督：影山あさ子・藤本幸久

勝ちゃんは1944年10月生まれ。沖縄の現役の漁師で
す。ゼロ歳で沖縄戦を体験した勝ちゃんは、戦後の焼
け野原も戦果アギヤーで生き抜き、由美子ちゃん事
件、宮森小学校米軍機墜落事故、コザ暴動などアメリ
カの占領下で起きた様々な出来事も、自身の体験とし
て経験してきました。勝ちゃんの半生から浮かび上が
るのは、沖縄の庶民の戦後史です。どんな時代も勝
ちゃんを支えてきたのは沖縄の海でした。優れた漁師
の本気の海の世界。海もまた、この作品の主人公と言
えるでしょう。

――沖縄の戦後

11日・12日 
19：00 

辺野古新基地建設計画のボーリング調
査が始まった2004年から藤本幸久監督
と共同で、沖縄の抵抗の現場で取材を
続け、沖縄をテーマに15のドキュメンタ
リー作品を製作。米海兵隊ブートキャン
プ訓練を30日間取材した作品『ONE 
SHOT KILL』(2009年)もある。

影山あさ子監督

SANSHIN ～三線～
ドキュメンタリー　2021年　105分　監督：本間章子

三線職人たちの貴重な技や作り手としての思いと、三
線の音色が息づくさまざまな情景を映した２年間の記
録。三線に触れたことのなかったナイチャー（本土出
身）の“私”は、日系ブラジル人のサユリとの出会いを
きっかけに、三線の「生まれる道」に興味を抱き、４人
の職人に密着取材を始める。「三線さえあれば何とか
なる」と日本縦断の旅に出た青年や、“サンシン”と名
付けられた少年との出会いなど、平和への祈りをの
せた歌三線もストーリーを彩る。「三線の音が聞こえ
たら、その世界は平和だよ」　　音色をつくる職人た
ちと、音色を育てる島心の物語。

13日 18：00
25日 19：00

新潟県生まれ、構成作家。著作に『三味
線ランナー』『小林ハル 盲目の旅人』『台
湾・火鍋パラダイス』等。2017年に三線と
出会い、魅了されたことがきっかけで、
三線製作の現場に通うようになる。本作
は、企画から撮影・編集までの全工程を
ひとりで担った完全自主制作で、初監督
作品となる。

本間章子監督

大阪公立大学客員研究員。NDU主要メ
ンバーであった布川徹郎氏の晩年の5年
間、共に活動した。自主制作のドキュメン
タリー映画が研究対象で、特にNDUの
研究を行っている。「燃ゆる海峡　NDU
と布川徹郎の映画／運動に向けて」（イ
ンパクト出版会、2014年）の編著者。

中村葉子さん

沖縄を舞台に制作した中編映画『ギフト』がニ
ヨン国際ドキュメンタリー映画祭や山形国際
ドキュメンタリー映画祭など国内外で上映さ
れる。北インドで撮影した『ラダック　それぞれ
の物語』は山形国際ドキュメンタリー映画祭ア
ジア千波万波部門で奨励賞を受賞。

奥間勝也監督
ジャーナリスト。「沖縄の苦しみを本土に伝
えたい」と1959年米軍統治下の沖縄に移り
住み、琉球新報社会部記者、日本テレビ沖
縄特派員として『ひめゆり戦史 いま問う、国
家と教育』、『島分け 沖縄鳩間島哀史』など
数々のドキュメンタリー作品を制作。

森口豁さん
ジャーナリスト。元NHKプロデューサーとして、
「クローズアップ現代」「NHKスペシャル」
「ETV2001」等を制作。ギャラクシー賞・農業
ジャーナリスト賞など多数受賞。映画『命かじ
り』『闇に消されてなるものか』の監督。『60万
回のトライ』の共同プロデューサー。

永田浩三さん

10月11日（土）
10月12日（日）

10月13日（月･休）18：00
10月25日（土）19：00

© 森の映画社

モトシンカカランヌー
ドキュメンタリー 1971年　94分　製作：NDU

“モトシンカカランヌー”とは、沖縄の言葉で元金のいら
ない商売のことで売春婦、ヤクザ、ドロボウなどをさす。
1969年沖縄̶̶。２･４全島ゼネストが提起され、それを
記録しようと布川徹郎らNDUのメンバーが占領下の沖
縄に密航。ゼネストは実現しなかったが、｢コザ市照屋１-
３-６｣を拠点に、アメリカ兵を相手に身体を売る女性た
ち、沖縄やくざ、ブラックパンサー党の黒人兵、沖縄の米
軍基地労働者などの貴重な記録を残す。娼婦アケミの歌
声と基地の光景が重なる時、眼前に立ち上がってくるの
は何か。最終部分及び音声の一部が欠落している。

沖縄エロス外伝

映画プロデューサー、監督、脚本家、批評家。
製作した映画に『圧殺の森』（小川紳介監
督）、『幽閉者』『断食芸人』（いずれも足立正
生監督）、監督作に『巨人ミケランジェロ』
(日本テレビ)など。「燃ゆる海峡　NDUと布
川徹郎の映画／運動に向けて」（インパクト
出版会、2014年）の編著者。

小野沢稔彦さん

上映素材提供協力：プラネット映画資料図書館　

©  Okuma Katsuya, Moolin Production, Dynamo Production

© 2021 Shoko HOMMA

遠いところ
劇映画　2022年　128分　監督：工藤将亮

17歳のアオイは、沖縄・コザで夫と幼い息子と３人暮ら
し。若くして母となった少女が連鎖する貧困や暴力に抗
おうともがく。本作で描かれるのは、沖縄に限らず日本
のどこにでも存在する、目を背けたくなるような現実
だ。社会の理不尽と不条理を突きつけられ、悲痛な想
いを抱いて絶望しながらも、もがくアオイ。大人たちは、
社会は、アオイがつかむことができる手を差し出さな
い。アオイが必死に生きた日々の物語は、生まれ落ちた
環境が人生を決めるすべてであって良いのだろうか
と、私たち一人ひとりに問いかける。

骨を掘る男
ドキュメンタリー　2024年　115分　監督：奥間勝也

沖縄戦の戦没者の遺骨を40年以上にわたって収集し続けてきた具志堅隆松さんを追った
作品。砕けて散乱した小さな骨、茶碗のひとかけら、手榴弾の破片、火炎放射の跡…。拾い集
めた断片から、どのような最期かを推察し、想いを馳せ、弔う。そこに本当に骨が埋まってい
るかどうかはわからない̶̶それでも掘りつづける行為を具志堅さんは、「行動的慰霊」だ
と言う。奥間勝也監督は遺骨収集に同行し、沖縄戦で亡くなった大叔母の生きた痕跡を探し
ながら、悼むことの意味を問う。日本映画撮影監督協会2024年度第33回JSC賞受賞。

「アイム・クレイジー」に続く公開第2作
目となる『遠いところ』は、カルロヴィ・
ヴァリ国際映画祭コンペティション部
門での公式上映を皮切りに、東京フィ
ルメックスで観客賞を受賞。カイロ国
際映画祭、インド国際映画祭など世界
中で高い評価を得た。

NDU（日本ドキュメンタリストユニオンNihon Documentarist Union）
1969年に制作されたベトナム反戦運動を行う青年労働者を描いた『鬼ッ子　闘う
青年労働者の記録』から30余年を経て台湾先住民族の靖国神社合祀に抗議する
活動を記録した『出草之歌　台湾原住民の吶喊 背山一戦』に至るまで、日本の近
代の植民地主義の暴力を目撃し、それを見つめた稀有な映画集団だった。

工藤将亮監督

10月31日（金）18：30

10：00／13：00

16：00

トークセッション　17：10  

11月2日（日）

© 2022「遠いところ」フィルムパートナーズ

【NDUの世界】
＊上映素材はフィルムではありません。

アジアはひとつ
ドキュメンタリー　1972年　96分　製作：NDU

戦後27年を経た1972年、国境を流浪する台湾人労働者を追い
かけ、沖縄本島、八重山群島から台湾へ。最後に大和魂が残るタ
イヤル族の部落に辿り着く。映画の冒頭は沖縄の｢復帰｣に伴い
集団就職や観光事業が進む様を捉える一方で、近代日本資本主
義の発展過程で犠牲になった西表炭坑夫の歴史、日本の植民地
時代を生きた朝鮮人や、戦後帰国できずに放置された台湾人の
姿を記録する。東アジアの近現代の民衆史を圧倒的なスケール
で描いたNDUの集大成となる作品。　

10月26日（日）19：00

1１月2３日（日）1９：００

【沖縄戦80年 沖縄の歴史と今を見つめる】
＊当日のいずれかの上映をご覧になった方は、トークをお聞きいただけます。
再入場の際に上映の際のチケット半券をご提示いただきますので、失くさないようお気をつけください。

ひめゆり戦史
1979年　60分　ディレクター：森口豁　制作　日本テレビ

沖縄戦時に看護要員として戦場動員された、旧沖縄師範女子部と県立第一高等
女学校の「ひめゆり学徒隊」の生存者が初めて戦場の酷さや日本兵の罪業につ
いて証言。１０代半ばの少女たちが、なぜ戦争に駆り立てられていったのかを明
らかにしようとする。生徒たちを死地に追いつめながら、自らは生き延びた校長
など大人たちの責任を追及し、沖縄戦における「加害責任」に迫った。

いま問う、国家と教育

ナビゲーター

19：00


